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第６章　源平の戦いと鎌倉幕府
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テストにも出る !? 平家物語

平家物語の冒頭文を国語の授業で暗記した人も多いのではないでしょうか？

平家物語は平氏と源氏の戦いをもとにした物語です。

日本を支配していた平家一族の栄えていた平安時代から、勢力が大きくなってきた源

氏との戦いを経て、平氏が滅び鎌倉時代へと移り行く様子が描かれています。

作者は不明ですが、琵琶法師などによって語り継がれてきました。

有名な倶梨迦羅 峠の戦いや壇ノ浦の戦いなど源平合戦が主な内容ですが、妖怪退治な

どのエピソードなども含まれており、冒頭文の暗記だけではもったいない内容となっ

ていますので、時間があるときに一度全部読んでみてはいかがでしょうか？
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頼
より
朝
とも
が鎌倉（今の神

か
奈
な
川
がわ
県）ではじめた武士の政権です。頼朝は

1185年に平家を滅ぼし、同じ年に守護・地頭を全国に接地し朝廷に認め

られました。1192年には頼朝は「征
せい
夷
い
大
だい
将
しょう
軍
ぐん
」に任命されました。

「御恩」 …将軍に仕える武士を「御
ご
家
け
人
にん
」と呼び、将軍は御家人の領地を

認めて保護し、功績があった場合は新しい領地を与
あた
えたりしま

した。

「奉公」 …御恩を受けた御家人は、将軍に忠誠を誓
ちか
い、戦いの時には一族

を率いて将軍のために戦いました。

このような土地を仲立ちにした主従関係を「封
ほう
建
けん
制
せい
度
ど
」といいます。

「守護」…国単位で1人ずつ任命された軍事指揮官・行政官のことです。

国を守るために今でいう警察のような仕事をしていました。

「地頭」…各荘園・公領に設置され、年
ねん
貢
ぐ
を徴
ちょう
収
しゅう
する仕事をしていました。

地頭は武士であったため、争いごとを暴力的に解決しようとす

ることが多く農民から恐れられていました。このようなことか

ら「泣く子と地頭には勝てぬ」ということわざもあるほどです。

北条氏が「執権」として、鎌倉幕府の実権をにぎって行った政治の事です

。元々執権は鎌倉幕府で将軍を補
ほ
佐
さ
し、政治を行う職でしたが、北条氏が

代々受け継
つ
ぎ源氏の将軍が３代で絶えた後、京都から迎

むか
えた将軍に代わっ

て幕府の政治を動かしていました。初代の執権は源頼朝の妻 政子の父親

である北条義時でした。
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平家物語は平氏と源氏の戦いをもとにした物語です。

日本を支配していた平家一族の栄えていた平安時代から、勢力が大きくなってきた源
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まれており、冒頭文の暗記だけではもったいない内容とな

っていますので、時間があるときに一度全部読んでみてはいかがでしょうか？

※以前は1192年を鎌倉幕府の成立としていましたが、今は1185年を鎌倉幕府
　成立の年としています。

⑧読点が統一されていない
　× 「，」　○ 「、」④長体になっている

①漢字のまちがい
×接地　○設置

⑥句読点「。」が行の始まりにある
　（行頭禁則）

③２行目がそろっていない

②太字になっていない

⑤漢字が統一されていない
　　　×事　○こと

⑦画像が粗い


